
学年時数
題

材

名
学びをつなぐことができる生徒の姿

内容
項目

学習内容 前 後 地域・社会

1
小学校の学習を振り返り、中学校３学年間の見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

家庭分野の学習を始めよう

2

家庭や家族の機能、重要性について理解しようとして
いる。
自分と家族との生活を振り返り、自分の役割について
考えようとしている。【工】（１）

家庭・家族の機能
中学生としての自立

家庭
「自分の成長と家
族・家庭生生活」
「家庭生活と仕事」

3
自分の生活と比較し、学習に取り組もうとしている。
【関】（３）

住まいと住まい方

4
家族の生活の場としての住まいに関心を持ち、住まい
の基本的な役割を考えようとしている。【関】（１）

住まいの役割

5
生活行為と住空間の関わりについて自分の生活に結
び付けて考えようとしている。【知】（１）

生活行為と住空間

6
日本の気候風土から日本の住まいの特徴や住まい方
の工夫を考えようとしている。【知】（１）

日本の住まいの特徴

7

家庭内事故

8
家庭内事故

9
健康で心地よい室内環境の整え方について、小学校
の学習内容も活用して、考えようとしている。【知】（３）

健康で快適な室内環境

10
これまでの学習を生かし、家族が安全で快適に住む
ための住まいの工夫について考えようとしている。
【工】（２）

家族と住まい

11

12

13
中

学

生

の

栄

養

食

ガ

イ

ダ

ン

ス

小学校での学習や、家庭での実践から、中学校の学
習内容での自分の課題を考えようとしている。【工】
（２）

B(1)
(2)

「支えられる存在」から「自立」へ 食事の役割 小学校の目標と中
学校の目標の違い 調理室のルール　　小学校の復習（計量器・包
丁・熱源）

学校給食
家庭
「食事の役割」

14
「蒸す」「ゆでる」「電子レンジ」で野菜を加熱してみよう
加熱方法の特徴まとめ

「調理の基礎」 理科１年
「状態変化」

15
加熱方法　発表
火加減（どういう時に強火？）

「材料に適し
たゆで方」

16

ハンバーグの材料　役割　　肉の部位
肉の加熱による変化　　ひき肉の性質

17
菌の性質　食中毒の防止　成形　加熱方法 理科３年

「水溶性とイ オン」

18
ハンバーグの調理実験 「調理の基礎」

19
試食　結果のまとめ

20 考察

21
発表

22
「だし」って何？
何からだしを取る？

家庭での体
験

23
こんぶ・かつおぶし・混合だし・にぼしですまし汁を作ろう
（調理実験）

「味噌汁の調
理」

24
まとめ　発表

25

工

・

選

択

食

品

の

加

家庭での体験から、季節の食品を考えようとしてい
る。【知】（１）
食品の保存と「塩」「海」の関係を地理的に考えようと
する【知】（１）

生鮮食品　　旬
加工食品　保存性を高める方法（含む塩蔵）

「菌」「乾物」
４年社会
「県内の伝統や文
化、先人の働き」

和食

26
テーマ設定
「条件を変えて作って比べよう」「旬・食品の加工を調べよう」

27
発表 冬休み家庭

で実践

28 発表

29
家庭での食品選択に活用しようとする【意】（３） 食品添加物　農薬　放射性物質の安全を確保する仕組み

30

食文化は、自然や社会的条件などから総合的につくら
れるものと考え、大切にしようとしている。
【意】（３）

食文化 ５年社会
「我が国の農業や
水産業における食
糧生産」

31
小学校での学習を踏まえて、衣服の働きや目的に応
じた着用について考えようとしている。【知】（１）

衣服の働き 家庭
「衣服の着用
と手入れ」

保体
「健康と環境」

32
目的に応じた自分らしい着方を、工夫し実践しようとし
ている。【工】（２）

個性を生かした服装

33
自分の衣生活を振り返り、自分の衣服計画を立て衣
服の活用方法を考えようとしている。【関】（１）

衣服計画

34

35

36

自分や家族の生活を豊かにするための製作品を考
え、製作計画や方法について自分なりに工夫している
【工】（２）

○ウォールポケット製作の計画を立てよう
・生活に役立つような工夫のある作品を考え、製作計画を作成する

37

用具の安全な使い方、製作の手順や縫い方などを理
解している【知】（１）

○用具の扱い方を理解しよう
・小学校での学習をいかして、用具の扱い方や安全な作業につい
て確認する
・ミシン縫いの練習をする

38
39
40
41
42
43
44

45

他者の実践内容もいかして、実践の成果や課題につ
いて考えている【工】（２）

○製作を振り返ろう
・製作品の発表会を行う
・製作を振り返り、更に工夫できることなどを考える

46
小学校で学んだ五大栄養素をあげられる。栄養素の
働きについて理解できる。【知】

栄養素の種類とはたらき 家庭
「栄養を考え
た食事」

47
成長期であることや、運動量も多い中学生に必要な栄
養素は何なのかを考えることができる。【知】

中学生に必要な栄養

栄養素の
摂取基準

中学生に必要な栄養素を理解する【知】 中学生に必要な栄養素

栄養素と対応させて食品群を理解する【知】 １群～６群の特徴

各食品群の摂取概量を理解し、自分の食生活の過不
足を知る【知】【工】

夏休みに作成した献立の食品群を確認し、過不足を「料理で」知る

魚の調理上の性質がわかる。１年次での肉の学習か
ら、衛生的な取扱いがわかる。【知】

魚種類、旬、鮮度、調理上の性質

魚とだしを使った実習計画を立てる。班での分担や使
用する用具がわかる。【工】

実習計画（魚、だしを使った）

安全面や衛生面、エコを考えて、手順よく実習に取り
組める。【技】

実習（魚、だしを使った）

盛り付けや配膳を考えて行える。試食後の片づけを安
全・衛生・エコを考えて取り組める。実習して、気づい
たこと、理解できたことがあり、家庭での工夫を考えよ
うとする。【工】

試食　結果まとめ

献立の必要性や条件がわかる。食品の重量がわか
る。【知】

献立とは何か、食品の重量を知る

各食品群にどの食品が分類されるかわかる。調理実
習の和食を入れた、一日分の献立をててることができ
る。【工】

献立づくり　（食品群に分類できる）

不足の食品群を補う献立として、食品の分量などが妥
当であるかを考えることができる。【工】

献立づくり

56

食生活を取り巻く問題とは、どのようなものがあるのか
を考えようとする。食料自給率を上げるために、自身が
できることを考えることができる。【工】

食生活を取り巻く問題　　食糧自給率向上

57

ゴミやエネルギー問題と食生活を結び付けて、自身の
どのような取り組みが必要であるかを考え、家庭で実
践しょうとする姿勢が見えるか。【工】

ごみ　地産地消　添加物

58

商品を物資とサービスに分けられることができる。商
品を購入することは事業者と消費者の合意の上に成
り立つ契約であるとを理解できる。【知】

消費生活とは　物資とサービス　契約 家庭
「物や金銭の使い
方と買い物」

59
販売方法や支払い方法の種類がわかり、それぞれの
利点と問題点が理解できる。【知】

販売方法と支払方法

60
クレジットカードの仕組みと利点問題点について理解
できる。【知】

カードの仕組み

61
商品を選択するにあたり、必要な情報を活用して、購
入を考えられたり、工夫できる。【工】

商品の選択

62
悪質商法の種類と特徴が分かる。【知】 消費者トラブル　　悪質商法

63

対等な立場で契約ができなかった場合、消費者を守っ
てくれる機関や法律があり、クーリングオフ制度で契
約解除ができることがわかる。【知】

消費者を守る法律と機関

64

クーリングオフ制度が適用されない販売方法や支払い
方法があることや被害を未然に防ぐために何が重要
かを考えることができる。【工】

クーリングオフ制度

65

消費者の基本的な権利と責任がわかり、自身の消費
生活が環境や社会に及ぼす影響を理解したうえで、
責任ある消費行動とは何なのか考え、どのような取り
組みができるのかを考えようとする。【工】

消費者の権利と責任

66
SDGsの実現として家庭での工夫について具体的な行
動を例を挙げて考えることができる。【工】

よりよい消費生活を目指して ３年英語
「フェアトレード」

67

化石燃料の枯渇や、エネルギーの確保は、輸入に
頼っていることなどを知り、エネルギー消費を減らすこ
とが大切なことに気付ける。【関】

エネルギー消費を減らす方法 ５年社会
「自然環境と
国民生活との
関連」

68

地球温暖化への影響やエネルギー消費を抑えるため
に、自身が行っていること具体的にあげ、意識して取
り組もうと考えられる。【工】

省エネ　やっていること　やれること 社会地理
「資源、エネル
ギーと産業」

69
循環型社会を進めるための行動３Ｒについて、自身が
取り組んでいることを具体的にあげられる。【工】

持続可能な社会　循環型社会

70

３Ｒより、環境や社会に及ぼす影響を考えて、商品購
入することのほうが、より大切であることを理解し、今
後の消費行動について、どのようにとりくんでいくかを
考えようとすることができる。【工】

３R　やっていること　やれること（　ゴミ有料化に伴い）

71
自分の成長を振り返って、幼児に対して興味を持つこ
とができる。【関】

幼児の体の発達 道徳
「生命の尊さ」

72
幼児の成長には個人差があること、周囲の人々との
かかわりが、大切であることを理解できる。【知】

幼児の心の発達

73
家庭の機能と役割について理解することができる。
【知】

幼児の心身の発達と家族の役割 道徳
「家族愛」
「家庭生活の充

74
地域全体で子供を見守り育てていることがわかる。
【関】

子供の成長と地域

75 幼児の遊びと発達

76 幼児の生活と遊びを支える家族

77
幼児のおやつ作りの実習計画

78 実習

79

80
テーマの設定 社会公民

「少子、高齢化」

81
課題解決

82

83

84
家庭生活は地域との相互のかかわりで成り立ってい
ることがわかる。【知】

地域の行事、清掃、防災訓練などの活動に参加

85
地域の人々と協働する必要があることや介護など高
齢者とのかかわり方について理解することができる。
【知】

高齢者との交流

86

87

令和２年度技術・家庭科（家庭分野）３年間を見通した指導計画　　第６分科会

第

１

学

年

生

活

の

自

立

と

家

族

A(1)

（
幼

児

・

高

齢

者

）

住

居

の

機

能

と

安

全

な

住

ま

い

方

家庭
「快適な住ま
い方」

自分の住まいを振り返り、高齢者や幼児など様々な
立場から安全な住まい方の課題に取り組もうとしてい
る。【工】（２）
家庭内事故の防止について誰もが安全に暮らすため
の実践方法を考えようとしている。【工】（２）

保体
「傷害の防止」
「健康と環境」

自然環境への備えについて家庭で実践できる方法を
工夫しようとしている。【工】（２）

災害に備えた住まい方

B(6)

（
加

熱

方

法

）
日

常

食

の

調

理

家庭での実践から様々な加熱方法の特徴を考えよう
としている。
小学校の「ゆでる」「いためる」から中学校の「煮る」
「焼く」「蒸す」それぞれの特徴を考えようとしている。
【技】（３）

B(3)

社会地理
「日本の地域的
特色と地域区
分」

家庭での体
験

（
ハ

ン

バ

ー

グ

）

日

常

食

の

調

理

生活体験から肉の加熱による変化を考えようとしてい
る。
調理実習に向け、実践につなげるために知識を得よう
としている。
菌の性質を知ることにより、成形や焼き方の注意点を
考えようとしている。【知】（１）

加熱の原理を理解した上で中まで火を通す成形・火加
減で調理することができる。【技】
材料やこね方による違いを発見し、仕上がりを観察
し、共有することができる【工】（２）

結果に対する考察を伝え合い、自分と異なる意見から
更に違う根拠を考えようとしている。【工】（２）
次の調理への意欲を持つ【関】（１）

（
だ

し

）

日

常

食

の

調

理

家庭での実践や小学校での実習から、だしの種類や
料理に適しただしを考えようとしている
【知】（１）
実験に向け、正しい手順を知ろうとしている。
【知】（１）
だしの基本を知り、何にどのだしが使われるか考え、
活用しようとしている。【関】（３）

課

題

と

実

践

食

生

活

の

「調理実験」「生鮮食品」「食品の加工」から疑問に
思ったことを調べようとする【工】（２）
調べたことからまた違う疑問を発見する【工】（２）
他者の発表から考えを深める【工】（２） B(7)

食

文

化

食

品

選

択
B(3)

家庭での実
践

生

活

を

豊

か

に

す

る

た

め

の

布

製

品

製

作

B(5)

家庭
「生活を豊か
にするための
製作計画及び
製作の工夫」

基礎的なミシン縫いや補習の技能を活用して、安全で
能率良く製作することができる【技】（１）
布を用いた物の製作に関心をもって取り組み、自分や
家族の生活を豊かにしようとしている【関】（３）

○計画に沿って製作しよう
・自分が考えた作品の裁断図を作成する
・裁断図をもとに、布地のしるしつけ・裁断を行う
・ミシン縫いをする
・装飾をして、仕上げる

衣

服

の

選

択

と

手

入

れ

B(4)

衣服の表示から情報を収集し、衣服の材料や汚れに
応じた適切な手入れや補修ができる。【技】（２）

衣服の表示
衣服の手入れ

家庭
「衣服の着用と手
入れ」

食

生

活

こ

れ

か

ら

の

B(3)

家庭
「家庭に配慮した
生活」
５年社会
「我が国の農業や
水産業における食
糧生産」
「貿易や運輸」

は

た

ら

き

栄

養

素

の B(2)

保体
「心身の機能の
発達と心の健
康」

（
和

食

）

日

常

食

の

調

理
B(3)

家庭
「調理の基礎」

夏休みの課題…朝食・昼食の献立例に、バランスの良い夕食を加えて１日分の献立を完成させる。その夕食は、1年で学んだハンバーグを主菜とする。
　　　　　　　　　　ハンバーグを含めた夕食の献立を家庭で作り、この後の食品群と献立の学習に活用する。

食

品

群

B(2)

地

域

の

人

々

と

の

関

わ

り

家庭
「家族、家庭生活
についての課題と
実践」
「家族や地域の
人々とのかかわ
り」

社会地理
「日本の諸地
域」
道徳
「社会参画」
「公共の精神」

第

３

学

年

幼

児

の

生

活

と

家

族

・

家

庭

生

活

A(2)
(3)

幼児の遊びの意義を考えることができる。【工】

幼児の食生活を理解し、身近な食材でのおかし作りを
積極的に取り組むことができる。【技】

家

族

・

家

庭

生

活

の

課

題

と

実

践 家族、幼児または地域の生活についての課題がわか
り計画が立てることができる。それを解決するための
手段を考え、実践することができる。【工】

他者の実践内容を聞き、、実践の方法や課題につい
て考えを深めることができる【工】（２）

第

２

学

年

発表・評価

金

銭

の

管

理

と

購

入

　

消

費

者

の

権

利

と

責

任

C(1)
(2)

社会公民
「私たちの経済」

社会公民
「私たちの経済」

消

費

生

活

　

課

題

と

実

践
C(3)

家庭
「環境に配慮した
生活」

献

立

作

成

B(2)

家庭「栄養を
考えた食事」


